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Web 2.0 とソーシャルネットワークの普及によって、インターネット上の多くの情報資源

が教育・学習に活用可能になってきている。Ｅラーニングにおける参加者であるインスト

ラクター、学習者、または他の利用者は、異なる目的を達成するためにこれら豊富なリソ

ースの恩恵を受けることができる。例えば、インストラクターは、レベルの異なるそれぞ

れの学習者に合った講義コンテンツを作成するためにリソースを活用することができる。

また学習者は、より多くの予備教材にアクセスが可能である。しかし、その膨大な数のラ

ーニングオブジェクトをいかに効率的に管理するかが重要な課題となる。これまで、ラー

ニングオブジェクトの再利用に焦点を置いた SCORM (Sharable Content Object Reference 

Model) と CORDRA (Content Object Repository Discovery and Registration/Resolution 

Architecture)よるソリューションが提供されているが、いくつかの重要な問題が依然として

未解決のままである。第１に、SCORM は、LOM (Learning Object Metadata)を通じて展開さ

れているラーニングオブジェクトのプロセスを特定する。しかし、LOM 内のメタデータア

ノテーションの面倒なプロセスは、使いやすさを損なわせる。第２に、CORDRA は、その

内部の分散リポジトリとラーニングオブジェクトを接続するハンドラーシステムによって

実行されたネーム空間を示すが、インデックス化されたラーニングオブジェクトが、どの

ような状況で、どのようにしてユーザに得られるのか明確に示されていない。 

本研究は、前述の課題を念頭に、ラーニングオブジェクトの再利用を促進するための、



ソーシャルネットワークのマイニングと分析に基づいた統合的アプローチを提案するもの

である。これまで、CORDRA に基づいた MINE というリポジトリは、ラーニングオブジェ

クトの蓄積と共有のため過去数年にわたって構築され、現時点でおよそ 2 万 3 千のラーニ

ングオブジェクトが蓄積されている。ラーニングオブジェクトは、特定の目的のために、

ユーザとりわけインストラクターによって作成し、再利用される。ラーニングオブジェク

トの再利用性を高めるため、ソフトウェア工学におけるバージョン管理のコンセプトに似

たものとしてリユーザビリティー・ツリー (Reusability Tree)を用いて、リポジトリ内におけ

るラーニングオブジェクトの変更履歴を追跡可能とした。さらに、類似性や多様性といっ

た定量的な指標を導入し、リユーザビリティー・ツリーを改良することによって、異なる

タイプのラーニングオブジェクトを区別し、リポジトリ内における構成の違いの度合いを

表すことが可能となっている。 

本研究では、人間中心という理念を最大限考慮した上で、ラーニングオブジェクトの内

側の属性と他のラーニングオブジェクトとの関連性を追究するため、情報検索、ソーシャ

ルネットワーク分析、データマイニングを含む学際的なアプローチが用いられている。具

体的には、まず、検索エンジンに適用されるいくつかのモデルとアルゴリズムは、ラーニ

ングオブジェクトの再利用性を向上させるためにカスタマイズされ、機能追加・改善され

ている。また、リユーザビリティー・ツリーの体系的な拡張として、利用者の関係やソー

シャル的な要素を考慮した LONET (Learning Object Network)を新たに提案し、過去の曖昧な

再利用のシナリオを明確にし、過去のインタラクティブな利用体験を通して協調的な知能

として要約される。LONET の構造は、使用経験を認識し、ラーニングオブジェクト間の暗

黙的および明示的な関係をグラフ化することができる。ラーニングオブジェクトの更なる

再利用をはかるため、ソーシャルネットワーク分析に基づいて改訂された評価指標が前提

条件、継承、参照、ピアなどの相互依存性を定量化するものとして新たに導入し定義され

ている。 

本研究では、さらに、LONET に基づいて、ラーニングオブジェクトの再利用プロセスを

容易にする実用的なアプリケーションは、情報検索の視点から考案されている。サイテー

ションやユーザのフィードバックを含む参照情報は、それぞれの重要性を強調するものと

して、時系列情報を中心とした重みやランキング付のアルゴリズムに適用される。検索ガ

イダンスアルゴリズムは、クエリーに対して漸進的な助言を提供することにより、ユーザ

を適切な方向に導くことを目指して開発されている。そして、実用的な成果として、イン

タラクティブ検索アルゴリズムが LONET における経験をマイニングすることが可能とし

た。それは、インタラクティブな入力、例えば検索基準やインストラクターによるフィー

ドバックなどの算定によって過去の使用経験に基づく適応経路を生成し、講義コンテンツ

を生成するための暫定的なテンプレートを作成することが可能である。 

本研究の提案する統合的アプローチおよびそれに基づく試作システムの有効性を検証す

るため、実証実験が行われている。まず、提案アプローチおよびシステムの性能評価は、



検索精度を測るのに一般的に用いられる Precision-Recall テストである TREC と、ランキン

グの精度を測る nIAP に基づいて行われている。また、ユーザビリティテストの実証実験は、

日本、台湾とカナダの３つの大学における約 50 名のユーザ（教授、講師、ティーチングア

シスタント）によって行われ、有効性と有用性が高い結果が得られている。 

本研究で提案しているソーシャルネットワーク分析とデータマイニングに基づいた統合

アプローチによるラーニングオブジェクトの再利用法および定量的な評価指標は、ラーニ

ングオブジェクト再利用における規格である SCORM と CORDRA の性能向上に貢献するも

のであり、本研究で示した具体的な応用システムは、Ｅラーニングにおけるラーニングオ

ブジェクトの規格化と再利用の重要性を示唆し、ラーニングオブジェクトの共有活用を促

進するものである。また、本研究の提案する統合的アプローチを構成する基本手法と基盤

技術が情報検索・推薦・共有活用をはじめ他の関連研究分野にも適用できると期待される。 
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本研究の成果は、情報通信技術を利用した教育・学習支援に関する研究分野全般、とく

に、Ｅラーニングにおけるラーニングオブジェクトの管理・検索・再利用の研究発展に大

きく寄与するものとして高く評価することができる。 

以上のことに鑑みて、本審査委員会は本論文が博士（人間科学）の学位を授与するに十

分値するものと認める。 
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